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二
百
有
今
年
の
歴
史
と
伝
統

千
戌
十
七
年
二
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
両
日
、
高
信
地
方
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
荻
占

神
社
本
の
例
茶
に
合
わ
せ
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
几
守
る
中
、
獅
子
升
・獅
子
文
き
・
囃
子

屋
台
の
芸
能
発
表
会
が
盛
人
に
執
り
行
わ
薇
、
併
せ
て
浦
姜
の
升
が
本
納
さ
薇
ま
し
た
。

獅
子
え
き
の
皆
さ
ん
　
　
　
　
　
　
浦
姜
の
升
姫
の
皆
さ
ん
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休憩場所の区民会館に到着です保存会役員の皆さんの先導で安養寺ヘ
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区

長

新
緑
が
目
に
染
み
る
好
時
節

に
な

っ
た
。
新
年
度
を
迎
え
諸

事
躍
動
感
を
持

っ
て
活
動
を
始

め
た
。
前
号
以
降

の
諸
行
事
等

を
交
え
て
区

の
情
勢
を
ご
報
告

し
ま
す
。

二
月
四
日
、
第
十
六
回

「
萩

の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
区
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
招
待
者
、

保
育
園
児
、
実
行
委
員
三
百
余

名
が

一
堂

に
会
し
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気

の
中

で
行
わ
れ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は

「
ほ
ら
ふ

き
会
」
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
劇
が

笑

い
を
誘

っ
た
。

二
月
二
十
六

・
二
計
牝
）日
は
、

萩
山
神
社

の
春
祭
。
本
日
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
人
出
も
多
く
賑

や
か
に
で
き
た
。
本
年
は
、
獅

子
の
幌
を
新
調
し
た
。

こ
れ
ま

で
、
出
砂
原
福
島
内
科
医
院
さ

ん
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
長

年
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

常
会
長

・
委
員
合
同
会
議
は

区
民
総
会

に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
二
月
二
十

一
日
に
は
十
六

年
度

の
事
業
報
告
と
さ
さ
や
か

な
慰
労
の
会
を
、
四
月
二
十
四

日
に
は
、
新
常
会
長

・
新
委
員

を
迎
え
、
新
年
度

の
事
業
計
画

と
こ
れ
又
さ
さ
や
か
に
発
足

の

会
を
行

っ
た
。
委
員
は
二
年
任

大
屋
敷
　
清
　
利

期
切
り
替
え
の
年
。
今
後

の

尽
力
を
お
願

い
し
た
い
。

五
月
二
十
九
日
、
区
有
林

・
一

神
社
林
の
巡
視
現
地
確
認
を
、

監
査
・
三
役
・
代
議
員
・
林
務
・

氏
子
総
代
が
行

っ
た
。
来
年
度

は
、
区
有
地
を
行
う
予
定
。

農
免
道
路
北
工
区
は
、
水
天

宮
辻
か
ら
工
業
団
地
北
端
ま
で

舗
装
を
残
す
の
み
で
完
成
し
て

い
る
。
舗
装
は
八
月
ま
で
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

大
島
川
砂
防
工
事
は
、
堰
堤

が
山
の
神
や
や
上
流
に

一
号
か

ら
順
に
五
号
ま
で
建
設
予
定
。

今
年
度
は
、
二
号
堰
堤
が
完

成
予
定
。
そ
れ
と
林
道
不
動
滝

線
の
現
道
が

一
号
堰
堤
に
か
か

る
の
で
付
け
替
え
道
路

（延
長

四
百
メ
ー
ト
ル
）
工
事
が
始
ま

り
十

一
月
完
成
を
目
指
す
。
こ

の
付
け
替
え
道
路
は
下
市
田
区

有
林
を
通
過
す
る
。
下
市
田
北

部
は
、
大
島
川
の
下
流
域
、
区

民
の
安
全
に
と

っ
て
重
要
な
大

事
業
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
た

区
の
情
勢
に
つ
い
て

一
区
中
塚
市
郎
さ
ん
が
区
民

会
館
ニ
ノ
ニ
室

へ
掲
額
さ
れ
て

い
る
宮
沢
胤
雄
の
書
を
補
修
し

て
下
さ

っ
た
。
感
謝
。

介四ロ
玄
不口貝議代眸川

土
布

(平成17年～18年度)

田 中 幸 蔵  北 沢 義 弘
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一
、
代
議
員
と
代
議
員
会
　
　
　
口員
会
は
代
議
員

・
区
三
役

・
支

代
議
員
は
、
六
地
区
よ
り
選
　
館
三
役
が
加
わ
り
二
十

一
名
を

出
さ
れ
た
十
五
名
で
、
上
程
さ
　
も

っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

二
、
代
議
員
会
の
役
割

①
区

・
支
館

・
萩
山
神
社
の
事

業
計
画
、
予
算
。
事
業
報
告
、

決
算
報
告
の
審
議
及
び
承
認
。

②
町

・
地
区
の
事
業
、
行
事
の

把
握
。
地
区
内
各
区
の
均
衡
と

融
和
。

③
町

・
区

・
支
館

・
萩
山
神
社

各
事
業
協
力
と
地
元

へ
の
連
絡
。

④
地
区
計
画
見
直
し
取
纏
め
と

実
施
事
業
の
確
認
作
業
。

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
協
力
。

⑥
萩
山
神
社
各
例
祭
に
於
け
る

氏
子
祈
願
参
拝
。

⑦
出
砂
原
灯
篭
流
し

へ
の
参
加

協
力
。

三
、
部
落
名
呼
称
変
更

従
来
よ
り
親
し
ま
れ
て
来
た

部
落
の
呼
び
名
が
時
代
の
流
れ

と
他
町
村
で
も
使
わ
れ
な
く
な

り
自
治
会
に
統

一
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
下
市
田
地
区
も
変
更
す

る
地
区
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

四
、
ま

と

め

地
区
の
声
を
区
や
町

へ
結
ぶ

役
、
町
や
区
の
意
向
を
伝
え
る

役
、
そ
し
て
何
よ
り
平
穏
で
楽

し
い
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
代

議
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

代
議
員
だ
よ
り

代
議
員
会
長

小
島
孝
彦

■

れ
る
各
種
案
件
に

つ
い
て
議
決
権
を

有
し
ま
す
。
代
議
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今
後
二
年
間
、
私
共
が
支
館

三
役
と
し
て
働
か
せ
て
頂
く

こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に

非
力
非
才

に
て
そ
の
重
責
が
全

う
で
き
る
か
、
不
安

の
中

で
の

出
発
で
す
が
、
諸
先
輩

の
方

々

が
残
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
伝
統〓

↑

事・一
童
ロ

宙
口

‐

・

合
●

一日
一

支

ｔ中

楽
し
め
る
公
民
館
を
め
ざ
し
て

公
民
館
下
市
田
支
館
長

■̈

　̈
一原
・　
一平
　
国男

公
民
館
の
事
業
と
い
う
も
の

は
、　
一
人
で
も
多
く
の
方

々
が

参
加
さ
れ
、
楽
し
く
、
有
意
義

な
時
を
過
ご
し
て
頂
い
て
こ
そ
、

実
り
多

い
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
私
共
が
、
役
割

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
楽
し

く
役
を
務
め
る
心
が
け
を
持
ち

た
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

各
事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
分

館
長

・
分
館
主
事

・
支
館
部
員

等

の
方

々
の
お
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
、
和
や
か
な
下
市
田
区

を
作
り
、
発
展
さ
せ
て
行
く

一

退
任
挨
拶

前

支

館

長

田

中

達

郎

林務委員長

川」ヽ

御
承
知
の
通
り

緑
を
造
る
仕
事
は

気
が
遠
く
な
る
程

時
間
を
要
し
ま
す
。

今
日
植
え
た
苗
木

は
孫

の
代

で
な
け

れ
ば
間
に
合
わ
な

い
、
ま
し
て
平
坦

な
所

で
の
作
業
で

は
な
い
、
又
自
分

の
財
産

で
は
な
く

け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
今

を
生
き
て
い
る
者
が
育
て
な
く

て
誰
が
育
て
る
の
で
す
か
？
。

区
有
林
は
確
か
に
区
の
財
産
で

，

，

，

Ｖ

９

，

９

９

９

，

９

９

，

ｙ

，

９

，

一

訓
一〕り
景を思
い起
こし
てい
一

選
良
と
共
に
下
市
田
を
語
る

町
議
懇
、
夏
の
夜
長
を
盆
踊
り

に
興
じ
た
萩
の
里
祭
り
、
秋
日

の
二
日
に
亘
る
文
化
祭
り
敬
老

会
等
の
諸
行
事
や
、
区
報
館
報

の
編
集
発
行
、
図
書
購
入
等
々

力
の
結
集
に
よ
る
懐
か
し
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

お
力
添
え
を
感
謝
し
、
下
市
田

公
民
館
の
ご
発
展
を
祈
念
し
つ

つ
退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

す
が
、
し
か
し
そ
の
区

に
居
住

す
る
お

一
人
お

一
人
の
財
産
で
も

あ
る
は
ず
で
す
。　
一
人
で
も
多
く

の
皆
様

の
御
協
力
な
く
し
て
私

共

の
仕
事
は
進
み
ま
せ
ん
。
暗

き
山
奥
に
も
暖
か
い
眼
差
し
を
。

今
年
度
か
ら
二
年
間
水
利
委

員
長
と
し
て
、
区
民
の
皆
様

に

は
大
変
お
世
話
様

に
な
り
ま
す

が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
こ
こ
数
年

の
間
に
起
き

て
い
る
地
震
、
水
害
、
事
故
等

で
、
す
ぐ
に
必
要
と
さ
れ
る
の

が
水

の
問
題
が
出

て
来
ま
す
。

私
達
が
生
活
し
て
行
く
上
で
何

気
な
く
見

て
い
る
川
、
何
も
な

い
時
に
は
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
が
、　
一
度
事
が
起

こ
る

と
大
変
な
事
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
水
利
委
員
に
な

っ
て
区

内
見
回
り
の
時
に
、
現
在

の
用

水
路
、
排
水
路

の
整
備

の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
為

に

は
区
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
お

願

い
し
ま
す
。

¨
¨
¨

¨
¨
　
¨
¨

¨
¨
〓

今
年
度
よ
り
二
年
間
、
土
木

委
員
長
と
し
て
区
民
の
皆
様
方

に
お
世
話
様
に
な
り
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

本
年
度
事
業
と
し
て
、
道
路

維
持
工
事
、
安
全
施
設
工
事
、

舗
装
工
事
、
河
川
維
持
工
事
、

地
域
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業
、

地
元
施
工
、
国
土
保
全
整
備
事

業
等
々
二
十
二
件
の
事
業
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。
工
事
に
当

た
り
、
地
権
者

・
関
係
者
皆
々

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、

町

ｏ
区
と

一
体
と
な
り
事
業
の

推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
方
に
は

尚

一
層
の
御
理
解
と
、
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
よ
り
環
境
衛
生
委
員

長
と
し
て
区
民
の
皆
様

に
お
世

話
様

に
な
り
ま
す
。
未
熟

で
は

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願

い
致
し
ま
す
。

環
境
問
題
は
、
京
都
議
定
書

の
発
効

に
よ
り
国
際
的
な
取
組

み
を
必
要
と
す
る
重
要
な
課
題

と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で

も
私
た
ち
の
家
庭
ゴ
ミ
問
題
は

大
変
関
係
の
深
い
も
の
で
す
。

委
員
会
全
員
で
取
組
ん
で
行
き

ま
す
が
、
区
民
の
皆
様
に
は
排

出
量
や
分
別
に
関
心
を
持
ち
協

力
い
た
だ
き
、
美
し
い
町
づ
く

り
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
球

環
境
づ
く
り
に
み
ん
な
で
取
組

み
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
の
日
本
は

「
災
」
の

一

言
に
代
表
さ
れ
ま
し
た
。
天
災

は
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
来
る
。

災
難
の
先
触
れ
は
な
い
。
地
震
、

雷
、
火
事
、
お
母
さ
ん
。
立
ち

物
は
転
び
物
。
畳
上
の
怪
我
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
転
ば

ぬ
先
の
杖
等
、
先
達
は
経
験
か

ら
後
生
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
事
業
は
昨
年
度
同
様

と
し
、
更
に
区
民
の
皆
様
の
防

災
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
啓
蒙

啓
発
活
動
の
推
進
と
、
行
政
の

目
の
届
か
な
い
所

へ
、
少
し
で

も
目
や
光
が
届
き
防
災
に
役
立

つ
委
員
会
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
す

か

杖
に
縫
る
と
も
人
に
組
る
な
。

と
言
わ
れ
ま
す
。
自
己
責
任
も

ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
。

を
、
汚
す
こ
と
な
く
引
き
継
ぎ
、　
助
に
な
れ
ば
と
、
が
ん
ば

っ
て

一
区
の
財
産
だ
。
緑
は
地
球
の
か

未
来

へ
と
繋
げ
て
行
か
れ
ま
す
　
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
ｃ

よ
う
、
精
魂
傾
け
て
努
力
し
て

行
か
ね
ば
と
心
を
新
た
に
致
し

て
お
り
ま
す
。
何
卒
区
民
皆
様

の
暖
か
い
ご
支
援
ご
教
導
の
程

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
　
　
平
成
十
三
年
度

の
新
館
則
発

長

一
一　
足
と
共
に
お
呼
び
を
頂
き
、
昨

館
修
　
年
度
迄

の
二
年
間
は
、
公
民
館

支
岡
　
下
市
田
支
館
長

の
立
場
で
お
世

副

，

話
様

に
な
り
ま
し
た
。

　ヽ

松
　
　
一父
流
、
研
修
、
憩

の
場
と
し

て
の
公
民
館
活
動
が
、
連
綿
と

し
て
続
く
先
輩
諸
氏

の
労
苦

の

上
に
展
開
さ
れ
る
も
の
と
実
感

し
、
精
選
さ
れ
た
諸
行
事
を
通

し
て
人
の
輪
が
広
が
り
、
そ
し

て
結
ば
れ
て
き
た
あ
の
時
そ
の

■.ヽ

環境衛生委員長

小 椋 邦 彦

各委員長挨拶

水利委員長

鈴 木 明 博

消防委員長

松 田 忠 弘

修

土木委員長

酒 井 博 之

(3)平成17年 6月 1日        下 市 田 区 報 ・ 館 報             第 61号

「

■
■

．′
′
　

コ
ａ

卜ヽ雪▼
b、 7

4メ

■

フ

“

口 :

い
　
　
　
●

毎
暉
』
ЧL“

ヽ_

住
ニ
ヅ
白

口

「

~



平成17年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 61号 (4)

様
の
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ

一
地
区
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
一
カ
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
（

ご

挨

拶

委
員
長

士
口
川

　

登

こ
の
度

の
改
選
に
よ
り
、
私

ど
も
三
名
が
、
区

の
監
査
委
員

を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
素
よ
り
浅
学
非
才
な
身

で

そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

区
発
展
の
た
め
公
正
不
偏
の
姿

勢

で
職
務
を
遂
行
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
区
民
皆

各
地
区
よ
り

平

の
公
民
館
分
館

凸干薇‐ま．珪癖叶．．

士
口
下
市
田
支
館
長

‐

よ
り
、
平
成
十

Ｅ

七

・
十
八
年
度

長

の
下
市
田
支
館

ゝ
へ̈　
　
　
‐　
　
　
　
　
　
　
　
‐

肇
の
役
員
と
し
て
、

館
‥
委
嘱
状
を
頂
き
、

分

何
か
の
縁
と
思

い
、
お
引
き
受

け
致
し
ま
し
た
。

椋
鳩
十
先
生

の

「
感
動
と
言

う
や

つ
は
人
間

|ム

欽 治  木 村 喜 威  吉 川  登

の
心
を
変
え
る
ん
で
す
ｃ
感
動

は
心
の
中
に
起
こ
る
地
震
で
す

よ
。
素
晴
ら
し
い
感
動
を
受
け

な
か

っ
た
ら
、
人
の
心
は
変
わ

関

一
り
ま
せ
ん
。
感
動
は
心
の
扉
を

コ毛
一
ひ
ら
く
。
」
と
言
う
言
葉
が
あ

Ｆ

″

一

り
ま
す
が
、
感
動
を
受
け
、
与

え
て
、
楽
し
く
明
る
く
、
お
互

い
助
け
合

っ
て
勤
め
上
げ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

公
民
館
の
各
行
事
は
、
本
館

で
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
運
動
会

な
ど
、
催
物
は
歩
こ
う
秋
の
高

森
、
文
化
祭
。
支
館
で
の
行
事

は
地
元
町
議
と
の
懇
談
会
、
萩

の
里
祭
り
、
文
化
祭
り
な
ど
で

す
。
各
地
区
分
館
で
そ
れ
ぞ
れ

行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ヽ_

ノ

／

　

日夫

´
（

嗜吟
士
ロ

6区分館長
秦   廣 美  橋

‐
5区分館長
本 恒

分館長    3区 分館長
宇 平  宮 島 達 朗

2区分館長
宮 下 清 秀 敏

2区分館主事   1区 分館主事
坂 牧 悦 司 片 桐 幸 男

δ
』″ ~A
■~一 ロ
1‐ 1

.撼■■ ―́
」歯.聰己―

ゴ驚′h
ヽ_ 6区分館主事   5区 分館主事   4区 分館主事

宮 外 正 彦 松 崎  愉 棚 田 利 宣

平成17年度 高森町公民館下市田支館

歳入歳 出予算書

(自 平成17年 1月 111～ 至平成18年 3月 31日 )

平成17年 3月 16「l可決

歳入の部          歳出の部    (中 位 千円)

3区分館主事
原    園

科  目  1本年度予算額

繰  越  金 600

繰  入  金 3.000

___ 
に

_______

補  助  金 150

雑 収 入

イや   言[ 1.051

区  分  1本年度予算額

1区 イ1 15,000

5502.繰  入 金

3.町 支 出 金 6,000

4.財 11・ 収 入 1,200

350

2,100

1,500

6,500

5.地 元 負担 金 |

6.消 防義 務金 |   |

7.諸 収 入 金
_|_

8.前 期繰 越 金

合   計 33,200

(単位 千円)

区

一
総

分  1本年度予算額

1 務  `t 12,000

2.環 境 衛生 r」こ 1.170

3.林  務  費 900

4.上  木 費 6,000

5.水  利 費 2,500

6.消  防 費 2.600

7公 民 館 費 3.000

8.予  備 費 5,030

合   計 33.200

科  目  1本年度予算額

事 業 費 1   1,870

1,990

20

総  務  費

広  報  費

予 備 費 |

1、 051合  計

「

~
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平成17年度 下市田区一般会計

歳入歳 出予算書

(自 平成17年 4月 lH～ 至平成18年 3月 31日 )

平成17年 3月 1611可決

【1.歳入の部】         【2.歳出の部】

1



二
月
四
日
、
第
十
六
回

「
萩

の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
、
社

会
福
祉
協
議
会

・
下
市
田
区

の

共
催
に
よ
り
区
民
会
館
を
会
場

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
小
雪

の
舞
う
あ
い

に
く
な
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

招
待
者
百
十
余
名
、
下
市
田
保

育
園
児
百
二
十
二
名
、
実
行
委

員
九
十
名
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

出
場
者
六
名

の
計
三
百
二
十
余

名

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

ｒ
ｉ
、

●
　
¨

‘
■
ロ

開
会
行
事
後
、
園
児
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
歌
に
遊
戯
、

楽
器
演
奏
。
そ
の
可
愛
ら
し
い

仕
草
に
会
場
か
ら
微
笑
が
漏
れ
、

お
孫
さ
ん
と
離
れ
て
お
ら
れ
る

方
は
、
園
児
に
お
孫
さ
ん
を
重

ね
合
わ
せ
、
見
て
お
ら
れ
た
で

―
）
ょ
う
。

発
表
が
終
わ
る
と
、
園
児
は

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と

向
か
い
合

い
に
座
り
、
心
の
こ

も

っ
た
手
作
り
味
ご
飯
を
全
員

寸
劇

の
愉
快
な

セ
リ
フ
に
、
会

場
は
大
き
な
笑

い
に
時
の
た

つ

の
も
忘
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

最
後

に
招
待

者
を
代
表
さ
れ

小
林
恵
さ
ん
が

謝
辞
を
述

べ
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
民
館
下
市
田
支
館

部

長

挨

拶

で
美
味
し
く
ご

一

馳
走

に
な
り
ま

一

午
後

に
は
有

一

志

で
つ
く

っ
て

一

い
る

「
ほ
ら
ふ

一　

一
一十
名
の
支
館
部
員
の
中

で

き
会
」

の
皆
さ

一
私
だ
け
が
前
口
に
続
き
部
員
と

ん
に
よ
る

「
か

一
言
う
こ
と
で
、
未
熟
者

で
は
あ

ん
じ

ょ
う
板
」

一
り
ま
す
が
部
長
を
引
き
受
け
る

と
言
う
、
語
り

一
事

に
な
り
ま
し
た
。

甲

平成16年度下市田区一般会計決算報告書

(自平成16年 4月 1日 ～至平成17年 3月 31日 )

収入金計 45.518,896円  支出金計 39.222,239円  差引残高6.296,657円
Ⅱ.【支出金の部】

平成16年度 高森町公民館下市田支館決算報告書

(自平成 16年 4月 1日 ～至平成 17年 3月 31日 )

決算収入額 4.276,772円  決算支出額 3,665,626円  残 高 611,146円 (JAみ なみ信州預金残高)
2.支 出の部

■■
:萩 :

|:0'::

:里 :

::::.こり ::::

::変ドヽi:

実
行
委
員
長

上

沼

義

人

れ
、
本
日
の
行
事
も
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
、
席
を
立
た

れ
る
方

々
の
顔
に
安
ら
ぎ
を
見

て
取
れ
、
来
年
も
又
、
元
気
な

姿

で
ふ
れ
あ
い
広
場
に
来

て
頂

け
る
こ
と
を
祈
ら

て
、
バ
ス
を

見
送
り
ま
し
た
。

後

に
な
り
ま
し
た
が
、
本
行

事

に
早
朝
よ
り
ご
協
力
下
さ

っ

た
実
行
委
員
の
皆
様
に
心
よ
り北 沢 文 治

部
員
の
皆
さ
ん
が
二
年
間
の

一

任
期
を
終
え
た
と
き

「
公
民
館

一

活
動

っ
て
楽
し
か

っ
た
な
」
と

一

言
え
る
よ
う
に
部
員
相
互
の
親

一

睦
を
深
め
、
そ
し
て
私
の
二
年

一

間
の
経
験
を
生
か
し
微
力
な
が

一

ら
頑
張

っ
て
行
き
た
い
と
思

い

一

ま
す
。
区
民
の
皆
様

の
ご
指
導

一

」
ぎ
『
動
を
宜
し
く
お
願

い
致

一

(:口 1立  lll)I.【収入金の部】

自J力成 (::11立  lil)

C CF【 ●C・ P′ ご

ふ
"卜
広揚

目  1予 算 額 1既 支 出額
11,631.804

958,764

732.357

6,385,311

比 較 増 減

-   518,196

-   211,236

-    167,643

-  2,614,689

864,605

-    315,067

3,049,647

民  館

4,864,605

2,284,933

3,000,000

9,364,4651請

12.150,000

1,170,000

900.000

9,000.000

4,000.000

2,600,000

3,000,000

12,414,112

45,234,112支 出 合 計 39.222,239 6,011,873

項   目
1.区    費
2.繰  入  金
3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.地 元 負 担 金

6.消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金
8.前 期 繰 越 金

収 入 合 計

予 算 額 1既 収 入額 1 比 較増 減

15.234.112

15,000,000

550,000

14,000,000

1,200,000

350,000

2,100,000

5,000,000

7,034,112

15,550,500

509,597

13,720,441

1,484.838

169,655

2,150,000

4.899,753

7,034,112

45.518.896

550,500

40,403

279.559

284.838

180,345

50,000

100,247

0

284,784

科   目  |
総  務  費 |

予 算 額

2,240,000

1,760,000

20,000

31,000

1,994.403

1,659,817

245,597

100,183

8,594

31,000

決 算 額  増 減

事

一
広 11,406

〈
‐‐ i「 1,051.000 1    3.665,626 385.374

一
繰

一
繰

一
補

一
雑

||

越

人

助

1又

合    計

予 算 額

600,000

3,000,000

450,000

1,000

決 算 額

792,149

3,000,000

458,600

26,023

増  減

金

金

金

人

192.149

0

8,600

25,023

4,051,000 4.276.772 225,772

1.収 入 の部

(5)平成17年 6月 1日        下 市 田 区 報 ・ 館 報             第 61号
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平成17年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 61号 (6)

下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

三
区
出
身

井

駒

秀

人

（神
奈
川
県
大
磯
町
在
住
）

は
写
真
工
学
を

専
攻
し
富
士

フ

イ
ル
ム
に
勤
め

る
に
至

っ
た
。

高
校
時
代

の
天

文
仲
間
と
は
今

で
も
家
族
ぐ
る
み
の
付
合
い
が

続
い
て
い
る
。
恒
例
と
な

っ
て

い
る
元
旦
に
飯
田
の
佐
々
木
写

真
館
で
家
族
共
々
写
る
集
合
写

真
も
、
伊
那
谷
の
山
中
で
気
心

の
知
れ
た
仲
間
と
想
い
出
話
を

肴
に
過
ご
す
夏
の
キ
ャ
ン
プ
も

実
に
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

来
年
は
私
も
五
十
路
を
迎
え

る
。
そ
の
為
か
最
近
、
物
事
の

始
め
と
終
わ
り
を
よ
り
意
識
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
稲
作

・
果

樹

・
酪
農
に
生
涯
を
掛
け
て
来

た
両
親
の
苦
労
の
程
は
知
る
由

も
な
い
が
、
全
国
区
と

な

っ
た
市
田
柿
を
近
所

の
店
で
見
る
度

に
二
人

の
足
跡
が
忍
ば
れ
、
同

時
に
我
が
事

の
よ
う
に

誇
ら
し
く
思
え
る
の
は
、

素
晴
ら
し
い
故
郷
が
あ

れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

便
利
さ
と
引
替
え
に

失
う
モ
ノ
が
余
り
に
多

い
世
の
中
で
は
あ
る
が
、

今

一
度
何
が
大
切
か
、

次
世
代

に
継
承
す

べ
き

は
何
か
を
同
郷
の
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
て
行
け

れ
ば
と
思
う
。

高
森
町
に
移
住
し
て

定
め
て
、
昭
和

四
十
二
年

に
出

召
Ｈ
　

・
・
　

砂
原

の
熊
谷
英

‐
．

．
．　
　
一
さ
ん
に
土
地

の
斡
旋
と
建
築
を
お
願
い
し
て
、

高
森
町
民
と
し
て
お
世
話
様
に

な

っ
て
い
る
者

で
す
。

高
森
町
民
と
な

っ
て
今
年

で

二
十
八
年
に
な
り
ま
す
。
高
森

町
下
市
田
は
住
み
良

い
所

で
、

永
住
の
地
を
定
め
た
事
を
幸
せ

に
思

っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私

の
前
職
は
農
業
改
良
普
及

員
で
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
昭

和
六
十
三
年
ま
で
三
十
九
年
間

勤
め
、
退
職
し

て
か
ら
こ
こ
に

住
む
こ
と
に
な

り
社
会
貢
献
を

「
キ
ザ
ミ
屋
」
の
屋
号
の
意

味
も
知
ら
な
い
ま
ま
、
故
郷
を

離
れ
て
早
三
十
年
に
な
る
。
幸

い
両
親
は
健
在
で
、
二
人
の
娘

を
連
れ
て
年
に
二
度
の
帰
省
が

我
が
家
の
通
例
と
な

っ
て
い
る
。

私
は
現
在
、
島
崎
藤
村
ゆ
か

り
の
地
で
も
あ
る
大
磯
に
居
を

構
え
、
金
太
郎
で
有
名
な
南
足

柄
市
で
写
真
の
研
究
開
発
に
従

事
し
て
い
る
。
こ
の
仕
事
に
就

く
キ

ッ
カ
ケ
は
父
親
の
写
真
好

き
に
あ
る
。
高
校
の
天
文
部
で

そ
の
写
真
に
は
ま
り
、
大
学
で

園
L‐」

ヾ
―

■

．
　

´
・　
　
″

一
区

宮

嶋

私
は
下
條
村
陽
皐
、
入
野
部

落

の
出
身

で
す
。
縁
あ

っ
て
、

根
羽
村

に
勤
め
て
居
た
時
、
高

森

の
下
市
田
出
身

で
、
現
在
は

故
人
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

酒
井
伝
校
長
先
生
が
単
身
赴
任

で
住
宅
が
上
と
下
で
直
ぐ
近
く

で
付
き
合

い
を
し
て
い
て

「
ど

う
だ
、
高
森

へ
永
住
を
し
て
は
」

と
誘

い
を
受
け
、
早
速
そ
の
気

に
な
り
永
住
の
地
を
現
在
地

に

あ

と

し

ま

つ

三
区
　
九

山

「
あ
い
さ

つ

・
へ
ん
じ

・
あ

と
し
ま

つ
」
は
、
し

つ
け
の
三

大
原
則
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
通
り
だ
と
思

い

ま
す
。
こ
の
三

つ
が
で
き
れ
は
、
人

徳
備
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ

に
、
人
柄
の
表
れ
で
し
ょ
う
し
、

「人
柄
そ
の
も
の
」
と
さ
え
思

っ

て
い
ま
す
。

は
き
物
の
あ
と
し
ま

つ
が
、

一
生

の
大
事

で
あ
る
こ
と
を
哲

学
者

の
森
信
三

先
生
が
、

こ
う

盗
生
　
士
い
　

一言
っ
て
い
ま
す
。

―
‐
　
．
‘
　

　

く

つ
を
ぬ
い

だ
時
に
、
「
お
く

つ
と
い
う
も
の

は
、

こ
う
し
て
ち

ゃ
ん
と
そ
ろ

え
て
お
く
も
の
よ
。

こ
う
し
て

お
く
と
き
れ
い
で
し

ょ
、
気
持

ち

い
い
で
し

ょ
。
」
と
二
、

三

十
回
教
え
て
、
や
ら
せ
れ
ば
し

つ
け
れ
る
。
そ
れ
は
、
入
園
前

に
し

つ
け
る
母
親

の
最
大
最
高

の
責
務
で
あ
る
と
。

も
う
手
お
く
れ
の
人
も
い
ら

っ

し

ゃ
る
か
と
も
思

い
ま
す
が
、

お
互
い
に
人
生
最
後
ま
で
修
行

で
あ
り
、
努
め
て
参
り
た
い
も

の
で
す
。

学
校

へ
お
じ

ゃ
ま
し
て
、
最

初
に
、
く

つ
箱

・
か
さ
棚
を
見

ま
す
。
き
ち
ん
と
収
ま

っ
て
い

る
学
校
は
、
そ
れ
だ
け
で
立
派

で
力
が
あ
る
な
と
伝
わ

っ
て
き

ま
す
。

、
一

資
料
館
で
、
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ

パ
を
ど
う
ぬ
い
で
く
る
か
、
そ

の
こ
と
だ
け
で
も
、
そ
の
人
物

の
力
が
見
ぬ
け
る
と
思

っ
て
い

ま
す
。
小
事

こ
そ
大
事

で
す
。

「
一

隅
を
照
ら
す
は
国
の
宝
な
り
」

と
言
わ
れ
ま
す
。

公
園
の
ご
み
を
拾
う
、

草
花

に
水
を
や
る
、
使

っ

た
シ
ャ
ベ
ル
を
洗

っ
て
元

へ
戻
す
…
…
…
こ
ん
な
事

の
積
み
重
ね
が
、
勤
勉

・

誠
実
な
日
本
人
を

つ
く
り

あ
げ
て
き
た
の
で
は
な
い

で
し

ょ
う
か
。

し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
た
処
、

当
時

の

一
区
部
落
長

で
あ

っ
た

壬
生
俊
幸
さ
ん
の
説
得
で
、
我

が
身
を
顧
み
ず
民
生
児
童
委
員

を
平
成
四
年
十
二
月
か
ら
拝
命

し
、
下
市
田
下
段
を
担
当
し
ま

し
た
。
移
住
し
て
年
月
が
浅
く

地
域

の
状
況
も
あ
ま
り
知
ら
ず

大
役
を
引
き
受
け
て
地
域

の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

こ
と
を
悩
み
ま
し
た
が
、
先
ず

は
顔
を
知

っ
て
頂
く
こ
と

と
、
民
生
委
員
の
職
務
を

遂
行
す

べ
く
老
人
福
祉
を

重
点
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
り
、
務
め
た

つ
も
り
で

す
。民
生
委
員
の
任
期
は

一

期
三
年

で
、
三
期
九
年
間

も
勤
め
さ
せ
て
頂
き
、

こ
の
間

色

々
と
御
教
導
下
さ

っ
た
町
民

の
皆
さ
ん
に
遅
れ
馳
せ
な
が
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、

こ
の
九
年
間
に
町
内

の

状
況
や
多
数
の
皆
様
方
と
知
り

合
う
こ
と
が
出
来
、
世
間
が
広

く
な
り
ま
し
た
こ
と
、
民
生
委

員
を
さ
せ
て
頂
き
本
当
に
良
か

っ

た
と
感
謝

の
気
持
ち
で

一
杯
で

す
。

♂爾詢
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わ
た
し
は
、
高
森
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

に
入

っ
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午

後
四
時
四
十
五
分
か
ら
七
時
ま

で
と
、
日
曜
日
の
午
前
八
時
か

ら
十
二
時
ま
で
で
す
。

練
習
は
、
じ

ゅ
ん
び
体
そ
う

を
し
て
、
レ
シ
ー
ブ
、
サ
ー
ブ
、

試
合
け
い
式

の
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
わ
た
し
が
練
習

で
気
を
付
け

て
い
る
事
は
、
レ
シ
ー
プ
を
す

中
学
生
に
な
っ
て
　
　
　
　
級
）］把
撃
´

中
一

三

浦

和

真

（六
区
）
校
離

編

ぼ
く
が
中
学
生
に
な

っ
て
も
　
点
セ

ッ
ト
の
宿
題
を
で
き
る
だ

う

一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

い
　
け
毎
日
だ
す
よ
う
に
が
ん
ば
る

ろ
い
ろ
こ
の

一
か
月
間
に
あ

っ
　

こ
と
で
す
。

た
の
に

一
週
間
前
か
の
よ
う
に
　
　
一
一
つ
日
は
サ

ッ
カ
ー
の
練
習

思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

ぼ
く
は
中
学
生

に
な

っ
て
が
　
　
ぼ
く
は
宮
田
と
い
う
所
の
サ
ッ

ん
ば
り
た
い
と
決
め
た
こ
と
が
　
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入

っ

三

つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
て
い
て
、
練
習
は
月
、
火
、
金
、

一
つ
目
は
勉
強

で
す
。
　
　

　

土
曜
日
に
あ
り
ま
す
。

ち

ゃ
ん
と
先
生

の
話
を
聞

い
　
　
で
も
日
曜
日
は
だ
い
た
い
試

た
り
黒
板

に
書

い
て
あ
る
こ
と
　
合
が
あ

っ
て
、
一
一Ｈ
し
か
休
む

を
分
か
り
や
す
く
ノ
ー
ト
に
ま
　
目
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
ん
だ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
く
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
「

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
●

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
「

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
●

わ
た
し
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
事

小
四

北

沢

里

佳

（二
区
）

る
時

に
よ
そ
見
を

し
な

い
で
、
ボ
ー

ル
か
ら
日
を
は
な

さ
な

い
よ
う
に
し

て
、
ボ
ー
ル
が
セ
ッ

タ
ー
に
き
ち
ん
と

返
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ボ
ー

ル
を
受
け
る
し

ゅ
ん
間
に
、
と

び
上
が
る
く
せ
が
あ
る
の
で
直

し
た
い
で
す
。
オ
ー
バ
ー
パ
ス

が
、
遠
く
に
と
ば
な
い
の
で
、

も

っ
と
練
習
を
し
て
、
上
手

に

な
り
た
い
で
す
。
サ
ー
ブ
練
習

を
す
る
時
は
、
「
い
く
ぞ
」
と

大
き
な
声
を
出
し
て
打

っ
て
い

ん
こ
の
生
活
に
も
な
れ
て
い
っ

て
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
や
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
を
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
学
校
で
の
学
習
の

五
原
則

で
す
ｃ

ち

ゃ
ん
と
こ
の
学

習
の
五
原
則
を
守

っ

て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
中

で
は
特

に
二

分
前
行
動
を
意
識
し

て
や

っ
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

今
出
し
た
こ
の
三

つ
を
が
ん
ば

っ
て
こ

、
、
一

ま
す
ｃ
半
分
く
ら
い
し
か
サ
ー

ブ
が
入
ら
な
い
の
で
、
も

っ
と

入
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

わ
た
し
は
ま
だ
四
年
生
な
の

で
、
試
合

に
は
、
な
か
な
か
出

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
五
年
生

に
な

っ

た
ら
試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
、

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

の
中
学
生
活
を
送

っ
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

あ
と
は
何
ご
と
も
楽
し
い
と

考
え
て
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
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グループ紹介
下
市
田

一
区

に
籍
を
置
く
、

青
年

の
方

々
で
組
織
し
て
お
り

ま
す

一
勢
会
、

こ
の

一
勢
会

の

名
前

の
由
来
は
、
一
〃
一
区
″
勢

〃勢

い
を

つ
け
る
″　
一
区
の
勢

い
を

つ
け
る
と
い
う
意
味
か
ら

命
名
さ
れ
、　
一
勢
会
が
誕
生
し

た
と
諸
先
輩
方
よ

り
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。

会

の
活
動
は
、

年

一
回
行
わ
れ
る

一
区
主
催
ふ
れ
あ

い
広
場
、
同
じ
く

下
市
田
区
主
催
萩

の
里
祭
り
、

こ
の

催
し
の
夜
店
を
出

店
し
て
い
ま
す
。

出
店
品
目
は
、

焼
そ
ば
、
焼
イ
カ
、

た
こ
焼
、

フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
他
の
品

目
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
四
品
が
メ
イ

ン
で
す
。

こ
こ
で
当
夜
店

を
解
凍
す
る
の
で
す
が
、

こ
の

解
凍
が
手
を
入
れ
ら
れ
な
い
程

冷
た
く
、
又
タ
レ
作
り
が
思

っ

た
通
り
に
行
か
な
く
て
何
度
か

作
り
直
し
た
事
も
あ
り
ま
す
。

当
日
に
至

っ
て
は
全

て
準
備

万
端
と
思
い
き
や
後
に
な

っ
て
あ

れ
が
無

い
、

こ
れ

が
無

い
で
ひ
と
苦

労
。
本
番
に
な

っ

て
夏

の
暑

い
盛
り

に
火
を
使
う
の
で

こ
れ
が
大
変
。
皆
、

汗
び

っ
し

ょ
り
で

頑
張

っ
て
い
ま
す
。

約
二
時
間
程
の
時

間
内

で
何
百
食
も

作
る
の
は
大
変

で

す
が
、
皆
が
心
を

同
じ
く
し
、
取
り

組
む
姿
は
こ
の
会

一
区

一
勢
会
　
　
　
　
湖
十ノ古瘍
嘲
％
紹

一区
龍
口
宏
実
　
焼
そ
咋

た

グ
ル
ー
プ
紹
　
こ
焼
は
早
目
に
下
準
備
を
し
て

介

の
コ
ー
ナ
ー
　
キ
ャ
ベ
ツ

・
ネ
ギ
を
刻
む
訳
で

を
お
借
り
し
ま
　
す
が
、
外
か
ら
見
る
と
簡
単
に

し
て
、
下
市
田
　
見
え
ま
す
が
、
日
頃
自
宅

で
包

一
区

一
勢
会
の
　
丁
を
持

っ
た
事

の
な
い
男
性
陣

紹
介
を
さ
せ
て
　
に
と

っ
て
、

こ
れ
が
刻
む
の
に

戴
き
ま
す
。
　

　

ひ
と
苦
労
。
焼
イ
カ
は
冷
凍
品

魅
力
多
く
住
み
良
い
地
域

五
区
自
治
会
長

小

川

吉

夫

は
田
園
地
帯
も
様
変
り
し
、
発

展
が
望
ま
れ
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

五
区

の
活
動
は
地
味

で
は
あ

り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
良
く
、
自
治
会

の
発
展
を
願

う
も
の
で
す
。

平
成
十
七

・
十
八
年
度

の
編

集
委
員
会
は
左
記
の
通
り
構
成

し

「
萩

の
郷
」
発
行
を
担
当
し

ま
す
。
尚
、
編
集
委
員
は
全
員

が
支
館
部
員
で
あ
り
、
支
館
事

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

長
　
大
屋
敷
　
清

長 長 計 長

支
館
主
事
編

集

後

田

「
萩

の
郷
」
六
十

一
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

こ
の
四
月

に
区

代
議
員
を
始
め
、
各
委
員

・
監

査
委
員

・
分
館
等

の
役
員
が
改

選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
号
は

そ
の
紹
介
や
挨
拶
に
か
な
り
の

ス
ペ
ー
ス
を
費
や
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
役
員
の

方

々

へ
の
、
区
民
皆
様

の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
年
度
当
初
と
い
う
こ

と
で
、
支
館
及
び
各
分
館

の
十

七
年
度

の
事
業
計
画
も
発
表
さ

五
区
は
四
月

一

日
か
ら
自
治
会
と

な
り
、
各
役
員

・

委
員
等

の
方
達
は

新
任
と
言
う
こ
と

で
張
り
切

っ
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
区
は
間
ケ
沢
川
を
境
に
三

区
と
、
西
は
夕
映
道
路
付
近
を

四
区
と
、
南
は
南
大
島
川
で
飯

田
市
と
、
東
は
天
竜
川
で
三
方

が
川
で
境
に
な

っ
て
居
ま
す
。

川
が
多
く
山
は
無
く
、
農
地

の

多

い
地
区
で
す
。
昔
か
ら
の
物

も
多
く
火
の
神
様
で
あ
る
秋
葉

大
権
現
の
立
派
な
塔
が
北
に

一

ヶ
所
、
南
に

一
ヶ
所
。
南

に
有

る
の
は
町
の
有
形
文
化
財

で
あ

り

一
躍
高
森
町
を
有
名
に
し
た

富
本
銭
出
土
の
秋
葉
塔
の
塚
で
、

高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
に
建

っ

て
い
ま
す
。
国
道
際
に
日
限
地

蔵
尊
が
祠
は
小
さ
く
目
立
た
な

い
が
、
世
話
人

一
同
に
よ
り
良

く
管
理
保
存
さ
れ
、
他
町
村
か

ら
の
参
詣
多
く
線
香

の
煙
が
い

つ
も
立

っ
て
い
ま
す
。
地
蔵
様

の
前

に
は
多
く
の
千
羽
鶴
、
絵

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
四
区

・
五
区
利
用
の
南
部
広

場
が
有
り
、
広
場
内
は
整
備
さ

れ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
有

り
、
早
朝
か
ら
四
区

・
五
区

の

愛
好
者
が
集
ま
り
和
や
か
に
練

習
し
て
い
ま
す
。
大
会
に
出

て

は
練
習
の
効
果
良
く
上
位
成
績

を
上
げ
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

健
康
作
り
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
五
区
会
所

の
使

用
で
も
、
使
用
さ
れ
な
い
日
は

少
な
く
、
趣
味

・
勉
強

・
体
力

作
り
に
と
各
種
サ
ー
ク
ル
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
環
境

も
良
く
夏
の
夜

に
は
ホ
タ
ル
も

見
ら
れ
ま
す
。
有
志

に
よ
る
ホ

タ
ル
の
乱
舞
を
夢
見
て
環
境
作

り
に
精
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

河
原
地
籍
に
お
い
て
は
平
成
二

十
年
工
期

で
広
域
農
道
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
開
通
後
に
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な
ら
で
は
の
も
の

一
馬
等
が
供
え
ら
れ
、
願

い
事
を

で
す
。
と
て
も
楽

一
叶
え
て
く
れ
る
地
蔵
様
と
し
て

し
い
会

で
す
。　
一
一
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
是
非
参
詣

緒
に
活
動
し
て
み

一
し
賽
銭
を
あ
げ
、
大
願
成
就
出

ま
せ
ん
か
。　
　
　
一
来
る
の
で

一
度
は
来
て
下
さ
い
。

副 支 会 副 区 業

番館 区

中 松 北 林 木

和 二 男 稔 豊 利

卜
・

垣 岡 原

喜 修 幸

麦 新 山 松 松

島 井 本 下 島

希 光  信 章
久
子 浩 勝 子 子

編

〃嚢
貝

村 久 金
保
上 田 原

英 郁 貞

範 子 夫

」ヒ

沢

文

う.と、
fl=:

カロ

藤

悦

子

赤
羽
目

文

子

三 熊 下

浦 谷 平

清  和

扶 剛 彦

戸 藤

谷 松

八 史
千
穂 子

棚 坂

田 元

隆

昭 勉

原 串

原

竜 幸

也 夫

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ど

の

一
つ
も
、
動

い
て
頂
く
各
役

員
と
そ
れ
に
参
加
さ
れ
る
方

々

と
の
協
働

こ
そ
大
切
で
す
。

こ

こ
で
も
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

今
号
は
編
集
担
当
が
新
部
員

と
な
り
、
原
稿
依
頼
、
紙
面
づ

く
り
な
ど
不
手
際
な
所
も
多

々

あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
試
行
錯

誤
の
末
、
完
成
さ
せ
た

「
萩

の

郷
」

で
す
が
、
厳
し
い
日
で
ご

教
導

い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
、
良

い
紙
面
作
り
の
源
と
な
り
ま
す
。

ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。
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